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熱拡散率測定の信頼性向上および黒化処理の影響 

キセノンフラッシュアナライザーを用いた熱拡散率測定の信頼性を向上させることで、省エネ

ルギー・熱対策などに用いる材料開発を支援します。 

本技術の内容・特徴 

 

 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

 

➋ 

黒化処理の必要のない黒色セラミックスを

用いて、黒化処理が測定結果に与える影響

の度合いを明確化 

認証標準物質の校正値と都産技研での測定

値が不確かさの範囲内で十分に一致したこ

とで、信頼性の高い測定が可能なことを確

認 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

測定精度を数値で示すことによる熱拡散率

測定の信頼性向上 

フラッシュ法で熱拡散率を測定するために

必要な黒化処理が測定結果に与える影響に

ついての明確なアドバイス 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 オーダーメード開発支援 

 機器利用ライセンス制度（キセノンフラッシ

ュアナライザー） 
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試料に黒色セラミックスを用いて黒化処理の塗膜厚と測定結

果との関係から直線近似式を求めた。式の切片と未処理での測

定結果(図中白抜き)とを比較した結果、１％未満で一致する値

が得られた。 

②認証標準物質(等方性黒鉛)

の測定 

認証標準物質を測定した結果、認証標準物質の校正値と

都産技研の測定値が不確かさの範囲内で十分に一致し

た。 

①黒色セラミックスを用いた黒化処理の影響評価 
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